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七
夕
の
女
五
は
、
松
竹
次
居
眠
の

池
回
純
子
さ
ん
。
沼
町
判
」
ハ
?
十
-
年

の
ミ
ス
レ
J

ン
ボ
l
コ
ン
テ
ス
ト

で
準
ミ
ス
に
選
ば
れ
る
。

出
演
作
品
は
、
映
函
で
は
「
お

れ
は
男
だ
」
「
志
向
い
山
脈
四
一
な

ど
。
テ
レ
ど
で
は
一
あ
さ
れ
た
刑

事
」
「
別
れ
ぬ
漂
白
」
な
ど
に
出

演
。
現
在
は
「
う
ち
は
紙
閣
の
ゲ

イ
シ
ャ
弁
護
士
え
」
を
操
影
中
。

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
七
月
六
臼
か
ら
十
日
ま
で
の
五
百
筒
、
東
海
埠
本
通
り
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
議
を
添
え
る
ミ
久
七
夕
は
、
「
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
」
官
、
。
平

塚
の
顔
ι

に
ふ
さ
わ
し
い
、
知
性
と
健
媛
美
あ
ふ
れ
た
両
明
る
い
三
人
の
お
嬢
さ
ん
が
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
み
ベ
七
夕
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
ミ
ス
七
夕
と
七
夕
の
星
が
定
伝
に
一
役
開
買

い
、
六
月
十
七
日
と
二
↓
四
日
の
土
寝
門
口
を
利
用
し
て
、
東
京
万
蔚
と
静
岡
方
部
に
出
掛
聞
け
る

な
ど
、
七
夕
ま
つ
り
の
準
備
は
胴
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
勺
f

ス
七
夕
、
七
夕
の
女
王
と
背
業
隊

の
パ
レ
ー
ド
」
で
す
。
県
警
音
楽

隊
と
カ
ラ
l
ガ
1
ド
隊
を
先
頭
に

繰
り
出
す
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
ミ

ス
七
夕
や
七
夕
の
女
王
、
竹
締
り

特
選
者
な
ど
を
-
オ
ー
ブ
ン
カ
ー
で

披
露
し
、
続
く
十
三
凶
体
九
百
人

の
音
盤
穣
の
演
奏
は
、
観
光
客
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
民
プ
ラ
ザ
ヰ
間
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
七
月
六
日
か
ら

九
臼
ま
で
の
西
日
旬
、
ア
マ
チ
三

七
夕
ま
つ
り
の
華
。
ミ
ス
七
し
た
。
一
一
…
人
と
も
「
選
ば
れ

τ大
松
竹
女
優
「
池
宮
純
平
さ
ん
」
に
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
や
友
好
都
市
花

タ
。
は
、
六
月
間
臼
市
民
セ
ン
タ
変
う
れ
し
い
。
七
夕
ま
つ
り
を
続
決
ま
り
話
し
た
。
巻
十
巾
の
一
剣
舞
、
太
田
素
子
の
う
イ

ー
で
一
望
さ
れ
た
ミ
ス
七
夕
コ
ン
光
客
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
竹
飾
り
的
話
題
ブ
、
七
夕
の
女
王
池
田
純
子
と
ヒ

テ
ス
ト
で
、
二
百
二
十
二
人
の
応
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
、
ツ
ブ
ア
ッ
プ
の
出
演
な
ど
楽
し
い

募
者
の
中
か
ら
一
石
井
真
滋
美
さ
ん
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
活
脳
唱
を
呼
ぶ
日
本
一
の
竹
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
川
崎
市
)
、
小
泉
真
紀
子
さ
ん
ま
た
、
議
や
か
な
パ
レ
ー
ド
に
飾
り
は
、
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
T

(
平
塚
市
)
、
中
喜
美
子
さ
ん
彩
り
を
添
え
る
「
七
夕
の
女
王
」
行
わ
れ
る
た
め
、
ふ
た
を
踏
む
案
内
所
を
設
盤

(
東
京
都
)
の
一
二
人
が
滋
は
れ
ま
は
、
肺
醤
や
テ
レ
ど
だ
活
躍
中
の
み
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客
の

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
マ
ン
ガ
や
た
め
に
、
駅
北
口
、
駅
南
口
、
富

見
物

mv、
深

W
V

九
日
ン
災
体
重
四
勾
ロ
守
お
と
ぎ
の
節
、
持
代
を
反
映
し
た
士
銀
笠
間
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
案
内

岬
翻
勢
調
畑
中
村
喜
子
さ
ん
日
目
的
自
U
A汗
訪
問
紅
白
白
話

(
写
真
夜
か
ら
)
・
東
京
都
世
沼
谷
区
相
撲
女
子
ル
カ
ラ
ー
を
中
心
に
、
メ
ル
ヘ
ン
沼
く
だ
さ
い
。

石

井

世

臨

時

翼

さ

ん

詰

門

戸

製

一

一

九

一

山

間

市

再

現

さ

れ

る

こ

と

と

思

パ

ス

警

壊

の

霊

・
川
崎
市
幸
民
東
海
大
学
三
年

f(ぬ
歳

)

身

長

一

六

一

一

一

句

協

議

輸

楽

し

い

緩

お

わ

配

円

五

九

段

吋

J
L州
、
董
西
七
キ
ロ
ザ

J
必
縦
三
三
級

7l

七
夕
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え
る
厚
ト
実
績
、
草
原
万
街
、
秦
野

小
泉
一
臨
時
総
一
ず
さ
ん
す
浅
野
久
美
子
さ
ん
(
横
浜
市
)
催
、
レ
粉
、
左
表
の
と
お
り
盛
り
方
面
は
、
乗
降
場
所
が
平
日
は
十

/

高

野

敦

子

さ

ん

議

事

だ

く

さ

ん

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

弱

か

ら

一

美

子

日

曜

日

は

'
平
塚
市
豊
原
町
青
山
学
続
大
古
増
子
清
美
さ
ん
(
東
京
都
)
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
何
と
い
十
時
か
ら
最
終
ま
で
、

N
T
T平

学
三
年
生
(
幻
歳
)
身
長
一
五
古
桃
井
麻
紀
平
さ
ん
(
川
崎
市
)
っ
て
ち
九
日
(
日
曜
臼
)
の
「
ミ
塚
営
業
所
前
に
変
わ
り
ま
す
。

党 7寺6B (木)

l3 仰木遣りまといパレ ド
14: 30 ミス七夕披露パレード

15 45 市内小学校持ラ李総パレード

背7J寺 7 沼 (重量)

12: 00 市民総おどりパレード 中心街

12 00 全日本舞踊連合会全国大会 市災センター

日本努E帯 e現地良縞のど自慢チャンピオン
等。入場券は、市役所ぎを付、総合案内所、商工諜で配

布

15 30 七夕おどりパレード(県内各種団体)

骨 7寺8 (二七)

12 : 30 ミス七夕市中訪問パレード

13: 00 文化連盟公演

19 00 

中，心主主j

周辺地域
中央公民館

市民センタ

大)11栄策、金蓮 F、坂上寮織、 )11越美和

入場券申し込み往復はがきに住所、氏名、年齢、

職業を記入し、|干22C横浜市西区老松町19 ラジオ

日本トヨタ歌の祭典係Jヘ。締め切りは 6月24E1."

背7}警告思(箆)

11 00 怨護ファミリー劇場 2s冨鍔14 00-帯主建セン17-
「ひみつのアッコちゃんJr歓のお姉さんといっし
ょJr高速戦隊ターボレンジャーショーj
入場君告の配布 6 fl28臼(ノム) 10時から市民プラザ
で配布する。 (1人 3枚まで)

13: 00 郷土芸能大会(人形芝居の部

日朝ミス七夕。七夕の女王Eと至審議稼パレード 中'U{砦

事加間体神奈川大学、県警苦楽隊とカラーガード

隊、川崎市消防局音護隊、臼JfA車体ベイシルバー、

明るい社会づくり運動平塚市協議会、平塚バトンク

ラブ、ヨコハマUFOトールフラッグチーム、サン
マーチングスクール、 SAGAMIマーチングプラ
ス、寒JlI水lluパンド鼓笛隊、 PLMBA神奈川、ス
タジオベコ、日本ボーイスカウト神奈川連盟平嘩第

問、秦野少女ラッパ鼓陵

安 7iヲヨ(刃〉

10: 00 ミス七夕・七夕の星撮影会 中心街

加えス七夕・七夕の義母刊、街パレード 中，む街

骨スーノ ~-7 ァンタジアム'89 市渓プラザwJ交差点西側
野舛特設費台において、各種イベントを問機。

※オープニングステ}ジ 6日(木 17: 00---

の
小
織
佳
代
子
さ
ん
で
す
。
全
国

都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
(
京

都
)
で
は
第
一
区
を
、
都
市
対
抗

駅
伝
は
平
塚
市
代
表
で
第
五
区
を

区
間
一
位
に
、
横
浜
同
際
女
子
駅

伝
は
、
回
出
内
外
の
一
流
忍
字
と
第

五
区
を
、
中
国
の
万
患
の
長
城
駅

伝
(
北
京
)
で
は
第
二
区
在
走
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
日
の
呉
高

校
総
体
は
三
千
メ
ー
ト
ル
を
見
事

優
勝
と
、
い
ず
れ
も
立
派
な
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。

中
学
で
は
パ
レ
l
郊
で
セ
ン
タ

ー
を
務
め
、
建
上
を
始
め
た
の
は

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
で
、
際
上



(2) 平成去五年6fi弓守ちをヨ

神
奈
川
県
の
交
通
事
故
は
年
当
初
か
ら
多
発
し
、
一
一
一
月
八

日
遂
に
死
者
は
全
前
回
ワ
ー
ス
ト
第
一
位
と
な
り
、
五
月
…
日

神
奈
川
川
竪
交
通
安
全
対
策
協
議
会
々
長
よ
り
交
遊
事
故
紡
止

緊
急
対
策
の
受
忍
発
せ
ら
れ
ま
し
た
τ

平
塚
市
に
お
き
ま
し
で
も
交
通
事
故
に
よ
り
夜
に
と
人
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
そ
の
多
く
は
平
塚
前
民
で
あ
り
誠
に
残

念
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
憂
う
べ
き
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
こ
こ
に
交
遜
事

故
非
常
事
態
を
宣
言
し
一
ま
す
。

関
係
機
関
、
間
体
は
総
力
を
あ
げ
、
特
に

・
正
し
い
交
通
マ
ナ
!
の
普
及
高
揚

・
若
者
の
一
一
輪
車
事
故
防
止

・
無
謀
暴
走
遥
転
の
追
放

を
重
点
と
し
て
、
緊
急
に
対
挙
世
講
ず
る
よ
う
お
厳
い
い
た

し
ま
す
。
市
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
で
は
家
庭
学
校
、
地
域
、
職

場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
一
層
事
故
防
止
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
強
く
慰
問
汁
し
ま
す
。

平
成
元
年
六
月
一
日

平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
護
世
々
長

平
塚
壱
投
石
川
家
一

fヘ

0
0
口日目、

。薬剤数平岩作業員会'4入

@期務 7月l臼~

・賃金臼額

市
で
は
、
平
成
元
年
度
の
平
塚

同
一
市
住
民
芸
思
議
官
接
官
併
は
う
こ
と
に

し

一

な

っ

た

。

神
一
こ
の
調
査
は
毎
年
調
査
す
る
項

!
一
尽
を
決
め
、
そ
れ
に
対
し
で
市
民

送
)
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
の
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
考

た
だ
し
、
郵
便
投
山
県
註
明
書
が
一
ぇ
、
ど
の
く
ら
い
関
心
が
あ
る
の

必
要
と
な
る
た
め
、
交
付
申
請
書
一
か
を
調
悲
し
、
今
後
の
行
政
を
す

に
身
体
障
害
者
司
守
帳
等
在
添
え
て
一
す
め
る
う
え
で
の
必
要
な
基
礎
資

申

請

を

。

一

料

と

す

る

も

の

0

7
身
体
際
害
者
手
候
①
南
下
一
調
査
方
法
は
仲
間
民
基
本
台
長
か

枝
、
体
幹
、
移
動
機
従
に
障
害
の
一
ら
無
作
為
に
抽
出
し
、
六
丹
下
旬

あ
る
l
級
ま
た
は
2
級
の
方
②
一
に
諮
査
察
を
郵
送
す
る
。
ご
一
協
力

心
織
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ほ
う
一
を
。

こ
う
、
直
縁
、
小
間
閣
に
障
害
の
あ
一
マ
主
な
調
査
項
目
女
性
の
自
立

る
1
級
ま
た
は
3
級
の
万
③
渠
一
と
弘
法
古
参
加
、
合
笠
子
醤
、
都
市

知
事
が
間
総
度
の
障
害
が
あ
る
と
一
の
景
観

証

明

さ

れ

た

万

一

マ

調

査

対

象

住

民

義

本

台

帳

に

マ
戦
傷
病
者
手
帳
。
向
機
能
に
一
登
録
さ
れ
て
い
る
初
歳
以
上
の
男

前
首
唄
成
か
ら
第
2
一
女
約
四
千
五
百
人

マ
②
同
機
能
に
際
一
マ
調
査
期
5

7
月
1
日
(
土
)

演
症
か
ら
第
3
項
一
な
お
、
調
官
官
業
は
向
封
の
返
信

③
原
知
事
が
向
円
程
一
周
封
筒
で
、
七
月
七
日
(
金
)
ま

一
で
に
ご
返
送
を
。

問
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
統
釘

(
内
線
一
一
一
四
九
)
へ
。

く〉ごみの収集作業員e・15入

・葉書簡 7 月 1 臼 ~8 月 3Hl

-霊童金 日額 8，000丹

※交通費は別途支給

日

〈
〉
一
般
滋
捧
棉
談

6
月
紅
白
(
ホ
)
、
6
月
詔
日
(
水
)
、

7
月
5
日(水)、
7
月
四
日
(
本
)

予
約
制
{
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
義
昭
叫
娯
託
-
潤
最
掛
談

7
月
日
臼
(
金
)
、
日
時
1
M
時

。
一
般
市
民
鴇
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

心
持
費
生
活
椙
談

6
月
日
日
(
金
)
、
回
日
(
金
)
、
却
日
(
金
)
、

?
月
7
日
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、
9
時
丸
話
時

。
定
剖
笠
皿
相
談

7
月
日
日
豆
、
日
時
1
日
時

〈
〉
尭
時
半
議
特
許
揺
談

7
月
3
日
(
月
)
、
日
時
3
日
時

心
下
鵠
数
引
相
談

6
月
日
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
同
時

。
住
宅
栂
談

6
内
門
知
日
(
火
)
、
日
時
1
M
時

大島営農センター

中原公民館

四之宵公民館

海岸地区会館

須賀公民舘

松原公民館

を

一一

月
S
金曜口口
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
悩
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

日

ω
!七
八
一
一
一
。

月
自
土
曜
日
9
時
S
M時
田
分

福

役

会

鎗

お

i
一一一一一一一一一一一

ハY
心
配
三
と
縁
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
掲
談
醤
週
百
円
1
金
種
日
、

9
時
rs
日
時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

。
結
婚
摺
談
笹
週
日
曜
日
、
日
時
1
日
時

一第
3
E曜
臼
務
除
く
)

。
一
母
千
塘
組
制
毎
趨
汚
5
金
曜
日
、

9
時
1
M
時

。
家
臨
兜
謹
相
談
毎
趨
月
よ
Z

曜日、

9
時
1Mm
時

。
高
齢
者
職
難
相
談
毎
週
月
r
、
金
曜
日
、

9
時
加
分
3
同
時

土
曜
臼
は
羽
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
輔
人
梧
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
t
J
日
時



第 455琴

五
月
十
九
日
臨
時
市
受
E

が
関
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
の
結
果
、
替
問
に
縫
合
良
延
氏
、

副
議
長
に
榔
川
芳
徳
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
も
改
選
さ
れ
、
正
副
委
員
長

も
決
ま
っ
た
。
こ
の
札
二
重
傘
契
約
や
物
品
購
入
契
約
の
警
な
と
十
一
案
件
が
提
出
さ

れ
た
が
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
F

可
決
さ
れ
た
。

平成元年6月守 58(3) 

長田
県

氏

黍

治
済

晴

篠

山

繍

築

館
賞
氏

策

部

品

明

昭

和

引

け

一一昨

〔
議
盟
問
}
以
下
敬
称
略

・
落
合
長
延
(
新
風
ク
ラ
ブ
)

〔
翻
警
捜
}

・
柳
川
芳
油
田
(
市
政
ク
ラ
ブ
)

{
駿
審
議
員
〕

藤一(社会党・革新〕

安正叶J政クラブ)

亨(無所属)

幸男(新風クラブ)

善孝(社会党・革新)

洋三(民社党)

芳癒(市政クラブ7

晃(公明党)

川

川

家

藤

ロ

橋

揮

川

田

榔

吉

伊

山

高

長

椀

前

六
十
五
一
(
連
築
)
三
億
四
干
九
十
一
一
一
万
一
昭
和
六
十
一
一
一
年
度

給
者
の
一
円
請
負
先
丸
山
・
甲
建
設
共
一
正
予
算
は
、
年
度
末
に
お
い
て
、

め
、
主
同
企
業
体
一
地
方
議
長
ほ
か
の
交
付
金
及
び
一
費
、
益
事
項
を
記
入
し
、
各
学

長

足

。

重

一

審

嬢

入

朗

読

制

の

締

結

}

一

事

の

許

可

額

が

確

定

し

た

こ

と

一

校

ま

た

は

児

葬

室

長

(

内

線

描
概
す
る
。
一
予
定
締
格
が
二
千
万
円
を
超
え
一
に
伴
う
歳
入
の
補
正
遺
障
を
行
っ
一
一
一
一
凶
)
へ
。

日
間
和
一
二
点
闘
は
、
株
式
等
の
譲
渡
耕
一
る
た
め
、
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
一
た
。
補
正
額
は
二
億
二
千
一
一
一
百
六
一

事
一
得
等
に
係
る
震
健
康
保
険
税
の
一
警
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。
一
万
九
千
円
。
こ
の
雲
、
昭
和
六
一
児
童
手
当
現
況
一
市
高
、

官
一
課
税
率
宅
株
式
等
の
譲
渡
一
マ
岸
田
劉
生
作
品
「
石
垣
あ
る
一
十
一
一
手
度
の
最
終
予
算
規
言
、
一
溺
の
提
出
を
一
夫
妻
と
し
て
お
祝
い
す
る
方
々
の

t

一
銭
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
源
泉
分
一
道
」
e

六
千
六
百
三
十
万
円
購
一
五
百
八
十
九
億
一
千
六
百
九
土
ハ
一
-
一
明
刑
泰
世
品
川
っ
て
い
る
。
対
象
は
、

平
比
一
襲
警
選
択
し
た
場
合
喜
一
入
先
有
限
会
社
上
回
カ
ル
チ
ャ
一
万
九
千
円
と
な
っ
た
。
一
平
成
允
年
五
月
聖
児
季
一
今
年
の
九
月
十
五
日
ま
で
引
き
続

受
二
き
、
原
則
則
課
税
と
さ
れ
た
こ
と
に
一

l
i
l
i
l
i
-
-
l
!
i
l
i
!
i
l
i
-
-

一
当
を
受
け
て
い
る
方
は
必
ず
現
況
一
き
掴
町
内
に
一
年
以
上
お
住
ま
い

轍

噛

一

官

、

震

健

襲

撃

の

所

得

一

一

屈

の

捷

妻

。

提

出

さ

れ

な

い

と

一

で

、

雲

市

思

議

が

あ

る

次

官

一

塁

の

基

礎

と

な

る

禁

喜

一

保

育

実

費

生

を

募

集

一

六

月

分

訟

の

手

当

が

受

け

ら

れ

一

の

夫

妻

と

な

っ

て

い

る

。

dJ

章

一

も

、

珠

山

等

の

譲

渡

に

係

る

所

得

一

一

な

く

な

る

。

ご

盗

思

を

。

一

{

幹

問

時

間

叫

ん

三

昭

和

お

年

9
同月日

・
長
塚
一
洋
一
ふ
二
民
社
党
)
一
の
金
額
を
合
算
す
る
も
の
と
し
一
市
内
に
は
、
関
親
が
共
働
き
な
一
際
の
ふ
れ
あ
い
奇
遇
し
て
J

保
育
一
な
お
、
次
に
該
当
さ
れ
る
互
臼
i
M年
9
月
訪
日
ま
で
に
結
婚

{
講
義
醤
審
員
会
}
一
た
。
改
歪
は
平
成
二
重
か
ら
適
一
ど
の
理
由
で
昼
間
扇
町
四
が
見
で
も
一
と
は
向
か
ψ

を
考
え
て
も
ら
う
た
一
一
所
得
制
限
あ
り
)
は
児
童
主
主
{
襲
撃
昭
和
3
年
9
月
お

〉
委
員
長
震
雄
一
室
ク
ラ
一
周
す
る
。
一
ら
え
な
い
幼
児
に
号
、
両
親
に
一
め
寝
室
主
を
差
す
る
と
一
が
受
け
ら
れ
る
の
で
お
尋
ね
を
。
百

1
4
9
5日
ま
で
に
結
婚

y)

…
主
導
議
品
目
朝
翁
の
締
結
〕
一
か
わ
っ
て
保
育
す
る
保
育
障
が
現
一
と
に
な
っ
た
よ
)
参
一
加
全
一

O
対
象
叩
四
歳
未
満
の
児
童
を
2
一
該
当
さ
れ
る
万
一
は
、

6
月
引
品
目

マ
副
霊
長
自
主
義
…
主
題
が
九
千
万
円
を
要
一
在
二
十
五
鎧
あ
り
、
約
二
千
人
の
マ
品

7
品
目
(
水
)
1
8
一
人
以
上
養
育
し
、
そ
の
中
に
幸
一
(
さ
ま
で
に
各
地
区
の
民
生
寮

ク
ラ
ブ
)
一
る
た
め
、
条
例
の
定
め
に
よ
り
議
…
幼
見
が
保
資
さ
れ
て
い
る
。
一
月
2
臼
(
冬
、
土
・
臼
は
除
く
一
校
入
学
部
の
山
児
童
が
い
る
方
一
員
、
ま
た
は
簿
祉
部
路
湧
謀
者
人
世
相

マ
委
員
同
崎
伊
初
出
力
(
社
会
一
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。
一
額
盆
事
務
所
で
は
夏
休
み
を
利
了
時
間
ま
す
持
翠

τ午
後
一
守
幸
ゴ

2
人
自
の
児
蜜
に
月
額
一
社
係
(
内
線
一
二
九
)
へ
。

-
革
新
)
、
神
谷
隆
(
社
会
一
マ
吉
沢
小
学
窓
校
生
ロ
新
改
築
工
事
一
地
し
て
、
保
育
一
践
で
幼
児
と
の
実
一

5
時

士

コ

十

五

百

円

、

3
人
隠
以
一
障
の
児
一

1
j
i
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1

l

i

l

i

-

-

-

j

一
中
対
象
高
等
学
校
生
叩
人
一
意
に
は
1
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
一

一
株
を
使
っ
て
震
さ
せ
た
も
の
。
一
申
し
込
み
は
、
見
書
等
学
一
マ
問
、
言
葉
児
裏
児
童
一
神
奈
川
川
建
築

…

小

が

問

販

鑑

秀

費

一

市

民

の

木

「

く

す

2
1校
に

詳

し

で

あ

る

申

し

込

員

一

係

(

附

線

一

一

一

六

)

一

コ

ン

ク

;

ル

一
ベ
リ
ア
と
ア
リ
ッ
サ
ム
て
ま
た
一

i
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-

一

F

学

技

量

コ

ン

ク

!

ル

の

結

果

一

九

九

副

長

竺

誌

の

一

日

朝

韓

関

倒

保

育

料

、

を

減

免

一

中

間

1
日
前
計
四
日
間

花

を

愛

す

る

心

を

育

て

よ

う

と

一

左

側

に

は

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

の

シ

一

一

機

能

的

で

一

美

し

い

建

物

を

表

彰

す

始
め
ら
れ
た
学
校
花
繍
コ
ン
ク
l
一
ン
ボ
ル
マ
!
ク
、
右
側
に
は
県
の
一
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
鐙
に
一
割
問
閣
が
九
万
九
千
円
以
下
の
叶
帯
一
る
県
・
察
内
各
市
主
儲
の
神
奈
川

ル
は
今
年
で
十
六
自
白
を
迎
え
一
鳥
「
カ
モ
メ
」
を
配
す
る
な
ど
、
一
通
っ
て
い
る
児
童
の
零
挺
が
低
所
一
銭
中
…
υ
あ
稚
園
に
還
っ
て
い
る
場
一
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。

参
加
十
五
校
(
小
学
校
十
二
校
、
一
室
が
自
然
レ
緑
、
花
と
の
ふ
れ
一
得
の
安
門
韓
関
の
保
育
料
を
一
合
は
、
平
成
允
年
度
市
民
税
所
得
一
応
募
は
建
築
主
、
葬
者
、
施

中
学
校
三
校
)
の
中
か
ら
、
八
幡
一
あ
い
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
た
虹
一
減
免
し
て
い
る
。
次
に
該
当
さ
れ
一
割
が
非
課
税
の
性
格
一
行
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
で
き
る

小
学
校
が
二
年
連
続
、
十
白
自
の
一
で
大
き
く
ま
と
め
た
一
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
を
。
一
マ
申
請
溺
限

6
月
初
日
(
金
)
一
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ご
応
募

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
一
な
お
、
最
嶋
崎
秀
賞
以
外
の
入
賞
一
一
〉
対
象
平
成
元
年
6
月
1
臼
現
一
申
請
は
、
各
幼
稚
園
か
ら
配
布
一
を
。

テ
ー
マ
は
、
今
年
の
十
月
に
総
一
校
は
次
の
と
お
り
。
一
夜
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
幼
一
さ
れ
て
い
る
謁
欝
に
必
婆
事
現
を
一
マ
対
象
昭
和
幻
年
6
月

1
gか

合
公
開
幽
で
開
問
か
れ
る
か
な
が
わ
都
一
マ
優
秀
賞
花
水
小
学
校
、
春
日
一
稚
園
に
通
っ
て
い
る
幼
児
(
昭
和
一
記
入
し
、
通
慰
し
て
い
る
幼
稚
厨
一
ら
平
成
元
年
5
月
紅
白
ま
で
に
完

市

緑

化

フ

ェ

ア

に

ち

な

ん

だ

「

ひ

一

野

中

学

校

一

回

年

4
R
2
B
1
ω
年
4
月
1
5
一
へ
。
な
お
、
昭
和
山
例
年
1
月
1
一
成
し
た
建
築
物

ら
つ
か
グ
リ
ー
ン
タ
ッ
チ
四
み
一
マ
優
良
賞
金
目
中
学
校
、
富
士
一
ま
で
に
出
き
を
も
っ
医
護
官
一
日
現
在
品
川
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
一
マ
応
募
期
限

7
Rお
日
(
火
)

ど
り
と
語
ろ
う
、
花
と
遊
ぼ
う
」
一
見
・
勝
原
小
学
校
一
マ
要
件
①
私
ι

一
斗
幼
経
菌
に
通
つ
一
た
方
は
、
そ
金
市
町
村
で
発
行
し
一
マ
応
募
先
建
築
指
導
諌
建
築
指

で
、
種
ま
き
か
ら
花
壇
作
り
ま
で
一
マ
努
力
賞
な
で
し
こ
・
横
内
・
一
て
い
る
場
合
同
生
活
保
護
世
帯
一
た
納
極
通
知
書
を
持
参
し
、
調
書
一
導
係
(
内
線
六
一

O)

一
年
間
か
け
、
草
花
約
一
千
凶
百
一
南
原
・
城
島
小
学
校
一
お
よ
び
平
成
一
見
年
度
市
民
税
所
得
一
安
一
学
務
課
学
事
保
へ
。

{
向
・
第
2
号
}

マ
対
象
職
員
謀
外
日
謀
に
お

け
る
貯
蔵
品
の
管
理
事
務

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
マ
結
果
適
正
に
管
理
さ
れ
て

つ
い
て
監
査
委
員
石
田
成
弘
い
た

氏
、
小
嘗
直
属
司
氏
、
前
田
晃
氏
〔
問
・
第
3
号〕

か
ら
警
が
あ
っ
た
。
マ
対
象
管
財
課
、
会
計
課
に

〔
験
資
公
表
第
1
号
}
お
け
る
有
価
一
証
券
、
出
資
一
証

マ
対
象
秘
書
品
開
外
幻
課
に
お
券
、
基
金
の
管
理
事
務

け
る
重
要
物
品
の
管
理
事
務
中
結
果
遜
亙
に
管
還
さ
れ
て

マ
結
果
適
正
に
管
制
唱
さ
れ
て
い
た

い
た

長

寿

の

お

申

し

出

を

お気事査にご利用を/

く〉昌男28務 {氷)
10時~12時 二土産量公民館

• 14時~16時吉沢公民館

く)7J守口怒(氷)

・ 14時~16時 h旦北公民館

.19時~21時旭公民館

担当 広報課広軍事係

日時 7~2Hヨ (金)
'午前の童書 10時-11時30分

@午後の務 1時30分-3時

会場中央公民館ホール
く〉出演人形劇E君fひとみ感J
。演務大どろほうホッツェンプclッツ

・封書量小学生とその保護者

@申し込み はがきに午前、午後の部の別、参加

希望者数(大人O人、子供。人)、保護者の住所、
氏名を明記のうえ中央公民館(干254平壕市追

分 1~20) へ申し込みを。(先着願〉



一

時

期

開

義

援

組

収

、

fL八十
州
内
川
、
市
民
ム
同
一

院
一
平
尾
五
J

場
、
共
済
病
説
、
一

¥ミ
1
1
1
υ
/「
/
/
な
で
レ
こ
・
伝
白
川
・
八
橋
昭
大
;
一

ψ
む
一
日

i
吉一一

;

j

i

-

-

バ
刀
、
や
I
U
一一一一
ι

一

地

域

防

災

訓

訓

練

へ

一

議

母

校

輩

努

器

本

部

、

白

実

22川

E
n

，35
5
F

防
災
山
組
織
で
は
、
災
富
山
吋
キ
一
O
L
一

突
然
大
災
宮
口
が
起
こ
る
と
、
~
え
し
て
の
地
域
合
同
防
災
訓
練

L

L

多

く

の

け

が

人

の

出

る

二

と

が

を

行

う

。

一

予
相
官
己
れ
る
。

nluは
、
起
滋
市
平
に
よ
る
夜
二

市
で
は
、
災
七
五
リ
時
区
別
院
で
度
体
験
や
防
ぷ
雛
け
刊
の
取
り
扱
一

診
療
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
い
訓
練
な
ど
、
砦
加
さ
れ
る
方
ー
一

応
急
的
な
処
置
を
す
る
臨
時
殺
が
政
援
体
験
で
き
る
訓
練
が
行
一

一
議
所
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
わ
れ
る
0
1
k
p加

を

。

一

い
る
が
、
軽
い
セ
乙
す
や
や
け
と
な
{
松
源
地
返
}
一

一
ど
の
受
口
、
自
分
で
処
鐙
で
き
マ
円
時

6
月

山

口
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大会新書記録がと話た機異議東予選手の

女子去をり犠盟主び (6m23cm) 

8月

午前 9時~午後4時 30分

※守後 411年以後は人場でさない

持番手詰海岸公園ブーJv.議機ヶ主主ブーjレ
o入場緑同 小ー中学生100問、高校生以上2501!i
く〉交通霊室内 ①議域ヶ丘ブーノレ 釈南けからハス需椋，tf内1"1りまたはi手 1宿埠「市営

ブール前j で下車 ②湘南海岸公翻プノレ 1ノ¥スで i州南海岸川釆uJ rc，，< 

※ 7 Jj 2 日 ~20日までは、学校ノム泳教唱も照ヵ、れるのでこ f与えを。また、 付 jj 4日(金)σ〉

官南海岸公L司ブーJレは、中学校水泳競技た会J)ため使用で主ない。

永六車毒氏7 J914B (金〉
午後6時関場
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品

川

山

引

い

れ

〔

一

夜

市

子

づ

く

り

一

競

技

教

室

開

く

一

寸

評

パ

;

は

お

日

露
で
は
、

5
2
1スに
も
な
っ
て
い
量
り
三
日
釜
)
、

81(火
二

五

駐

日

21れれれ
一
ン
一
片
付

E
q前一
主

計

四

百

か

量

一

倍

底

の

募

集

一

少

詩

世

話

百

十

一

三

日

午

前

S
Z
R

用
し
て
需
の
施
設
を
観
共
一
流
沿
い
の
静
か
な
散
策
絡
を
訪
ね
一
マ
コ
ー
ス
市
役
所
(
午
前
9
一
と
抽
選
券
を
渡
す
。
議
し
た
人
一
は
「
平
塚
の
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
ボ
一
望
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
今
年
も
「
な
ん
で
義
市
」
が
て
一
マ
コ
ー
ス
早
塚
駅
相
撲
金
子

ス

で

ご

案

内

す

る

親

子

施

設

季

五

。

一

時

)
j泌
さ
」
み
破
霊
童
ょ
に
は
図
書
券
(
言
)
議
議
エ
ッ
ク
ス
」
と
書
い
た
旗
を
立
て
一
は
、
市
内
の
企
業
星
空
章
一
関
か
れ
る
が
、
そ
の
警
に
彩
り
を
す
期
日
7
月
2
臼

(

汀

)

一

駅

了

奪

三

島

署

読

書
一
号
。
一
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
お
友
達
一
パ
イ
ロ
ッ
ト
筆
記
具
資
料
館
ゐ
一
る
の
て
ぜ
ひ
長
室
。
一
る
。
一
外
、
市
も
出
資
し
て
い
る
第
一
一
一
セ
一
添
え
て
も
ら
主
め
の
埋
葬
ナ
競
技
開
始
午
前
9
時

一

駅

平

塚

駅

今
年
は
施
設
見
学
の
外
、
平
塚
一
と
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
を
。
一
空
襲
り
警
の
み
ち
(
真
…
マ
期
日

7
R
8
白
玉
、

9
一
市
民
の
皆
さ
ん
ご
利
用
を
。
一
ク
タ

1
2
2開
会

社

で

あ

一

集

す

る

。

一

三

広

場

平

塚

競

技

場

一

マ

持

つ

ミ

る

も

の

芸

水

八
景
の
一
つ
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
一
芸
警
7
月
官
芸
、
一
の
池
、
霧
降
り
の
潟
、
松
奪
・
…
日
(
日
)
二
日
間
一
一
る
。
来
年
四
月
に
開
局
す
る
予
定
一
マ
豊
富
、
エ
プ
ロ
ン
、
パ
一
三
局
資
格
小
学
5
1
6
年
生
一
筒
交
通
費
量
一
一
十
円

一
市
部
品
軒
良
一
七
夕
ま
つ
り
震
コ
ン
ク
i
ル
一
石
川
討
品
目
下
一
日

rru日目下一
J

号
、
し
月
下
計
一
時
計
許
可
一
一
世
九

一
場
者
役
所
(
午
後
4
誌
分
)
一
七
夕
ま
つ
り
の
童
暴
宅
一
マ
締
め
切
り

8
月

首

(

土

二

塁

か

ら

送

ら

れ

る

も

の

の

君

、

す

口

問

一

品

号

、

四

寄

り

レ

I

互
O)

一
マ
夏
季
語
人
(
子
供
会
一
マ
規
格
①
カ
ラ
1
2業
キ
ャ
ピ
マ
応
募
県
下
カ
メ
ラ
商
協
同
級
一
一
一
つ
の
直
言
軍
事
ロ
れ
で
す
申
込
語

7
品
目
玉
一
子
)
古
川
八
百
以
刊
号
幅
跳
一

一
な
ど
の
団
体
で
毒
さ
れ
る
場
合
一
ネ
以
上
②
ス
ラ
イ
ド
お
戸
以
上
一
合
加
盟
忠
一
く
る
C
A
T
V専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
づ
く
一
び
、
走
り
高
跳
び
、
四
百
川
リ
レ
一
秩
父
宮
賜
杯
が

一は
2
人
以
上
の
付
き
添
い
が
必
一

l

l

j

j

i

t

-

-

;

i

l

i

-

-

一
も
見
ら
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
時
一
り
諜
市
民
生
活
係
(
内
線
一
一
四
一

l

一

一

一

一

一

一

7
月

白

日

開

催

一

要

)

一

一

代

の

慢

報

メ

デ

ィ

ア

で

あ

る

。

一

郎

)

へ

。

一

マ

参

加

料

百

内

一

一

マ

費

用

語

一

?

ズ

シ

テ

ィ

ひ

ら

つ

か

一

平

塚

市

去

を

ま

じ

え

た

c
一

〔

な

ん

で

も

重

一

言

語

6
月

初

日

(

火

)

一

秩

父

宮

望

書

実

業

一

守

管

苦

す

る

も

の

弁

当

ハ

ノ

一

一

A
T
V部
会
を
設
置
し
て

s
c
一
均
臼
7
同
誌
白
玉
、

8
一
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
見
附
ム
ロ
一
中
市
主
対
抗
陸
上
競
技
大
会
」

一
キ
ン
グ
が
で
雲
服
装
、
賞
一
平
塚
は
パ
ラ
の
一
大
産
地
と
し
一
お
嬬
い
で
お
出
掛
け
を
。
ー
の
一
一
一
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
島
一
月
昔
(
土
)
の
午
後
6
時
1
9
体
育
館
内
体
育
議
(
霊

T二
が
月
二
十
二
日
(
士
)
午
後
三

百
申
込
場
限

7
5日
(
金
二
て
知
ち
れ
て
お
り
、
昨
年
は
約
九
一
マ
期
間

6
耳

目

玉

ゐ

一

民

チ

ャ

ン

ネ

ル

も

設

け

、

市

の

お

一

時

一

O
Jハ
O
)
に
あ
る
用
紙
に
必
章
一
時
か
事
塚
競
技
場
で
開
催
さ
れ

一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に

4pm
一
百
七
十
二
十
刀
本
を
全
盟
各
地
に
出
一
臼
去
一
知
ら
叶
お
行
事
を
映

mmで
、
茶
の
一
a

ム
義
兄
監
昼
間
四
と
そ
の
周
一
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
一
添
一
る
。
ご
窪
姿
。

一
さ
れ
る
主
員
の
住
所
、
氏
名
、
一
荷
し
て
い
る
が
、
平
塚
の
パ
ラ
を
一
支
出
場
市
民
プ
ラ
ザ
一
聞
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
一
辺
え
て
お
申
し
込
み
を
。
一
こ
の
大
会
は
、
臼
本
盤
上
界
を

一
学
年
、
重
到
着
寺
、
第

J
第

三

市

民

の

皆

さ

ん

に

知

っ

て

い

た

だ

一

マ

内

容

平

塚

の

パ

ラ

の

歴

史

写

一

一

二

分

す

る

実

業

団

対

晶

子

生

受

口

の

一

希

望

臼

を

記

入

の

う

え

干

翌

一

く

た

め

、

六

月

十

八

日

の

父

宮

一

真

パ

ネ

ル

展

、

パ

ラ

の

苧

義

一

各

種

ス

ポ

ー

ツ

…

代

表

選

手

が

出

場

す

る

競

技

会

…
塚
市
浅
間
町
9
1
1雲
市
役
所
一
を
中
心
に
「
父
宮
に
パ
ラ
を
よ
ぇ
・

5他
顕

著

ロ

聞

の

展

一

罰

大

会

の

結

果

一

で

、

今

年

は

特

に

、

ユ

ニ

パ

i
シ

一

広

報

諌

(

内

線

一

三

五

)

へ

。

先

一

室

口

い

言

葉

と

し

た

ロ

ー

ズ

シ

テ

一

死

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

…

ア

i
ド
大
会
の
壮
行
会
も
兼
ね
て

…

着

順

。

一

ィ

ひ

ら

つ

か

閣

を

品

開

く

。

ご

家

族

一

の

議

問

委

教

育

委

員

A
E
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
一
い
る
。
ま
た
、
関
内
大
会
で
は
初

親
し
み
来
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
一
め
て
の
ナ
イ
タ
ー
競
技
会
で
給
対

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
い
て
い
一
に
見
逃
せ
な
い
大
会
。

る
。
ご
一
参
加
を
。
一
入
場
は
自
由
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご

な
お
、
五
月
に
行
わ
れ
た
大
会
一
覧
い
た
た
き
た
い
。

の
結
果
は
次
の
と
お
り
。
一
プ
ロ
野
球
ジ
ュ
ニ

(
敬
称
略
)
一

{
字
国
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
一
ア
民
本
選
手
権
が

一
古
}
参
加
H
チ
I
ム
一
イ
ー
ス
タ
ン
と
ウ
エ
ス
タ
ン
の

・
優
勝
佐
藤
ま
つ
の
(
片
一
優
勝
チ
!
ム
に
お
け
る
日
本
シ
リ

問
)
、
田
代
千
知
子
(
ふ
じ
み
一

i
ズ
コ
プ
ロ
野
球
ジ
ュ
ニ
ア
日
本

野
)
級
・

2
位
理
波
明
美
(
南
一
選
手
権
」
が
、
九
月
十
八
日

原
)
、
長
島
明
美
(
鴎
之
宮
)
組
一
(
月
)
午
後
六
時
か
内
卒
塚
球
場

-
3
位
黒
沢
幸
子
(
四
之
一
で
行
わ
れ
る
。
ご
期
待
を
。

思
〈
〉
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
(
有
料
)

・
6
月
げ
臼
(
土
)
叫
日
時
横
浜
大
洋
対
ロ
ッ
テ

・
6
月
刊
日
日
(
臼
)
叩
四
時
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
6
月
M
臼
(
土
)
凶
待
横
浜
大
洋
対
西
武

。
6
月
幻
自
(
火
)
四
時
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
8
月
お
白
(
水
)
話
時
横
浜
大
洋
対
臼
本
ハ
ム

'
7月
5
臼
(
水
)
諸
国
吋
横
浜
大
洋
対
西
武

-
7
R
6
臼
(
木
)
諸
時
横
浜
大
洋
対
西
武

句

7
月
ロ
臼
(
水
)
お
待
機
浜
大
洋
対
巨
人

。
全
国
高
校
野
路
神
奈
川
大
会
(
有
料
)

-
7月
お
臼
(
木
)

r

、，
U
臼
(
木
)

藷

第 455s

-
6
月
刊
即
日
(
金
)
9
時
浜
岳
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

・
6
月
四
日
(
口
)
日
時
間
聞
東
高
校
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
決
勝
戦

・
6
R幻
日
(
ホ
)
9
時
茅
ヶ
崎
高
校
程
上
競
技
大
会

・
6
月
n
B
(
木
)
9
時
江
陽
中
学
校
隠
上
競
技
大
会

@
6
月
山
品
目
(
土
)
円
以
時
県
内
学
生
・
実
業
回
経
上
競
技
大
会

・
6
月
お
臼
(
日
)
9
時

刀

-
7
月
2
臼
(
日
)
9
時
平
塚
市
少
年
・
少
女
陵
上
競
技
教
室

M

M

時
関
東
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

-
7
月
日
臼
(
土
)
日
時
冨
体
陸
上
競
技
県
選
考
会

・
7
月
日
出
(
日
〉
9
時

刀

(5) 

カナガワビエンナーレ

関探究室裳言語巡翻壌
とき 7 丹 13 臼(地~18Sω

ところ市渓プラザ

世界各国と県内の子供たちの給の燦覧

会。暮らしゃ自然、祭り、遊ひなどをJ語
いた立芸術家たちのブjイセ。

Cコ
にごコ

く>.1'主的合体害事態(電話31-3田7)
ー開蹴噂箆 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式躍球 (---16if割、パレー(l 6時~)

• 6月四日(月)午撞1時~午議8時
• 7 月31臼{月) ノノ オコタまつりクソーン作戦

気持ちよく平塚の七夕まつりを見ていただこ

うと、清掃活動を行う。市民の皆さんご協力

を。

とき 7J=l吉田(臼)
今ニ後 5 時~7時

集合市民センター前

※ほうきや熊手など清掃用具は各自持寺して

いただきたいc

主櫨 忍塚市青年間協議会担当 青少、年課

o金a公民館体予著書室〈電話31---21話)
'開地輔自 バレー(9 時~13佳子)、パドミン
トン、事館 (13時~16時)、パスケット(16

時~20時)、

• 6月四日(月)午前9時~午撞8時

・7 月 3 S(丹) ノノ

・7月口自(月) ノノ

※ 8月分の申し込みは 7月 1H 9時から

各理局ともラケット、シャトJレ、ボー

ノレは各自持事を、また、上ばき用運動ぐ

つを用意すること。

自由に手1)照できます

ただし、市用はできません



(6) 

ひ
ら
つ
か
天
城
山
蒋
で
は
、
十
マ
宿
泊
笠

一
一
月
三
十
一
臼
か
ら
一
凡
五
日
ま
室
4
室

で
の
年
末
年
始
の
利
用
申
し
込
み
マ
特
別
宿
泊
料
金
(
1
治
2
食
)

を

受

け

付

け

る

。

⑤

一

般

室

大

人

四

千

八

百

円

、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
復
は
が
小
人
間
千
三
百
円
(
暖
房
副
村
…

き
に
住
所
、
氏
名
、
人
数
、
宿
治
一
白
河
、
入
湯
税
百
円
は
別
)

g
f記
入
の
う
}
凡
、
円

vbっ
か
夫
'
家
族
室
一
帆
控
室
の
五
百
円
増

城
山
荘
(
宇
制
j
i
幻

静

岡

県

閉

し

方
都
天
城
湯
ケ
島
町
上
原
原
二
な
お
、
年
来
年
始
と
夏
休
み
以

一
手

1
7
室
。
五
五
八
幻
外
の
南
申
し
込
み
は
、
六
書

l
一
O
五
O
)
へ
お
申
し
込
み
前
の
一
日
か
ら
受
け
付
け
て
い
る

を
。
締
め
切
り
は
八
月
三
十
一
の
で
ご
別
府
宇
古

臼
、
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
詳
し
く
は
、
地
域
づ
く
り
設
市

る

。

民

生

活

係

(

内

線

二

閥

的

出

)

へ

。

一
毅
室
8
室
、
家
族

日程 7 i]14日〈金〉へ 15日〈七)

針与問I 9吉年へ--16日予ラナ

会場白書館3階会議室

・対象 市内にお伶まい、お勤めまたは通学

レ亡いる11 30人

持参するもの ラキスト代田0円、筆記用

具、はさみ

・申し込み 限書館 Z階視聴覚ライフラリー

"̂'-<7 ヵ、ら久二巷
合体安富日 露週月曜日、月末

会博物舘干出浅間町12-41 電話33--5111 合理実 務会

的 6月 18詞〈毘)日時、 14時 3階ホノレ

奇跡の人 カラー99分

も汗も三業も寧われた 重吉:の沙次へν
ンケラーに人間性を呼びさましたアニニ e サ

リパン女史心霊の名作。

ロア月16呂(お) 10時、同時 3構ポール

「スタント 9 ハイ明ミ i カラー89分

少年訟の特異な友情、それへの決別の揮を

情感景かに乙、にしみいるようなタッチで表わ

した感動の作品。

会開鱒時間

賞出室、委委f考京

火~日曜日 9 時~16時50分

念日穏日のみ 9時持50分

ごども室

火~土曜B 時~16時間分
ほ曜日 9音寺
会部舘自 主争議月曜日、

会程罫鍾韓~ 子1~浅間町 電話3トー0415

古豪のまこのしみ会

サークル J ヲスモス~ f，-よる人形劇と紙芝

居が勺ねれる。

ー日時 7月 2日(土) 14R争~15時

・会場図書舘3階ホール
・内容人形劇「しっぽをとられたおおか

み h おはなし rカラスのパンやさん」、紙

芝扇「あめを食べたライオンj

時対象幼児、小学校低学年 150人

申し込み 6月日 μよく) ~29日 (木)ま

でにE亘書館 1階こども室へく先箸踊〉

合ミリ建議客機主義伶議警務会

15ミリ幌写機む揖作技術を習得してもらう

ためのま誇官会が開かれる。

会サマーセミナーの参溺老募集

主麗地区白自然や歴史、人々自暮ら Lノの盛

について、いくつカマコテーマに別れて学習す

るP

日程 8 8 日(火)~訪日(本)、 2 出 3

日

句会場 包囲荘(平塚市土庭)

・対象小学 5年 f主~中学 3年生 30人

回申し込み 7月日までに博物館受付にあ

る案内吾妻でく申し込み多数の場合は抽選〉

ウム。

初夏の足腰と四季む星主ヨ互の移り変

わりを、ブラ才、タリウムの高速運動

により表現する。ぜひ、ご観覧を。

ー投器時間( 般〉土曜日午後2時、
日曜日午前日時、午後2碍

・親覧料 100円

小説・文学

白いそ手 椎名誠

夜の長い叫び 森培子

顕在 -f~ j二百3義男

虫ブロ興亡言己 山本暁一

残像に;:_J紅を 笥井成i議

天波の花 津田ふじ f

光線 立松和平

ぼくはガンを克fj&!._..，た

ジ工イソン a ゲイズ

家族とは 細見二三英子

育ほおずさ 津村節子

重量産主 咽 生活

四季の食卓 鋪日HIBS再
まるごとり Lのおべんとう小子

悦楽の野外料理 問!I! 治

腕1がすんなり細くなる 永井レイ

かわいい亦ちゃんへ 菊え也晶子

クラィ，ムキのt先える帽子とリュッ
ク クライ e ムキ

教会科学胸その他

さまざまのアフリカ 日間受主

いまどきのf主総 高旧公理

そこそこトレンデイ Lll雌?浩
史章のかたちとこころ 尾Jil正二
転形綴の台湾 若林正文

生命の起源を探る 榔 j115，ム苦;
当たる企画の発想術 市橋忠彦

個性表現の詩幸代 位藤綾子

すまいをつくる・えらぷQ&A

山本公害

感性市場のネットヲ ク革命

片方善治

※掲載した図書は購入した図書蓄の

部。詳しくは図番館へ。

初心者社交ダンス言語望書会

社交ダンスを基蝿から学ぶ。

・日程 6 月 15 日 ~7 丹 146 の毎週金曜日、

全 5
o 時間四時~20時30分

e 対象青年男女各15人く申込制〉

カ錦繍重量の制捕募集

8月266から27臼にかけて、平雛駅前で24時

間テνピ荷頭募金を行うが、 一緒。こ企画から
書加できる方(青年司 -1世間人)を募集す

る。ご応葬を包

女体舘箆 毎よ躍月曜日

食擁立膏企年金舘

T2弘境問町12-41 電話32-7029

公セミミのぬけがら譲べ

定のコ スを書いてゼミのぬけがらを集

め、分類や整理そする 0

・期間 7月 88-.....9j'j16日の部週土曜日

・時間 14時~15時

ー場所 高麗笹山~浅間山

申し込み 6月30日までに役撞はがきで



盟対象満 1錆以上6歳未満の:jはb

児 (1歳 6か月から 3鏑までに接離

することが望ましい〉

なお、すでにはしか予防接種を受

けた方は対象とならない。

覇接種方法 市内の室時機閣で接種

できるので、器種目は医師とご相談

を。(7、 8月を除く〉

髄料金無料

関探蹟託、母子韓旗手!障を持参

生後 10か月から 1麓未満の乳児

が受貯る健麗診査。くわしいことは

平塚保障所へ。

自埠瞳センター

中 IIl.34--17 電話34-~03日

駅前パスターミナル 5番練 中堅

経由日向同行または諏訪町経由市

民病院行「医療センタ 前主主

岱平嘩揮縫所

愛屈町 6--21 電話32--0130

駅前パスターミナル 2番親秦野
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轍受付午後 2 時~2時

調会場探鍵センター

盤母子鍵鹿手帳本冊 e別冊、筆記用

具、歯ブラシを持番

[3か月児]

・ 7 月 5 臼元年 3 臼 ~10臼生

・ 7 月 19日元年 3 月 11 日 ~20日生

命 7 月 26日元年 3 月 21日~31日生

い嘩6か月'Al
• 7月 4臼 63 年 1 月 1 日~lú 日生

・ 7 月 11 日 63 年 1 月日日 ~2C

• 7月四臼 63年 1A21日 -31
[3藤児}

• 7月 6臼 61部 5 月 2 日~10日生

・7月20日 61年 5 月日日~20日せ

・7月27日 61年 5 月 21 日 ~31日生

、
、ヲ6高

品
最
近
、
紙
溝
に
悩
み
相
相
談

さ
れ
る
件
数
が
増
え
て
き
て

いる。肥
満
の
方
は
、
ま
ず
食
事

の
量
や
質
、
食
べ
方
な
ど
を

見
穫
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
自
己
流
で
は
危
険
な
た

め
、
ど
の
穏
度
肥
満
な
の

か
、
他
の
病
気
は
な
い
か
な

ど
に
つ
い
て
医
師
叫
に
診
て
も

ら
う
然
栄
養
士
に
銅
山
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
食
事
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
主

食
(
ご
飯
、
パ
ン
)
、
主
菜

(
魚
、
肉
、
卵
、
大
一
尽
な

ど
て
町
田
菜
(
野
菜
料
理
)

を
毎
食
そ
ろ
一
へ
一
臼
一
…
一
思

食
べ
る
よ
う
に
ρ

な
お
、
主
薬
や
泊
料
壌
を

多
く
と
ら
な
い
よ
う
、
特
に

夕
食
に
気
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。主
菜
を
少
な
く
し
て
も
議

菜
を
多
く
と
れ
ば
低
カ
ロ
リ

ー
で
、
し
か
も
満
緩
縁
者
長

続
き
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る。

与毅?曹浮名後綴源氏務外

。とぢ 7)考訪問(臼〉
・畿の部午後 1時総書量

・夜の都午後4時30分 λJ

。ところ帯民センターホール
・出演者 市)11額十郎、持原崎権十郎、曙村部之助、

帯人渇静守 特等る，出ひ円、 1等 3τ000f司、 2等 2，000丹
a 嘉吉費jjiJj 市民セ>':5<一、チケットセゾン、ヤンレイ

レコード、帯電元屋謀者苦活、サクラ番感本庖、ヨネザ

ワ業器、花水書活、文栄堂、なでしこ醤房

。潤い会わせ 市民センター(電話32"，2235)
点事務?曹浮名機織の…革審

-総額神田)11、夢夜外

@入場料 3，800円(全席指定)

園曹言罰三戸丹 市民センター、ヤンレイレコード、

稲充療諜器r;g、サクラ番f吉本底、ヨネサーワ楽

語、花水害応、文栄堂、なでしこ書房、チケ

ットセソン、クワトロード

@問い合わせ市民センター(電話32-'2235)



(8) 平成光年6月号正3臼

総
務
庁
統
計
局
で
は
、

7
月
1
臼

現
在
で
、
サ
!
ピ
ス
業
基
本
調
査
と

事
業
所
統
計
調
査
の
変
動
状
況
に
関

す
る
調
査
を
よ
汀
う
。

6
月
下
旬
に
調
資
員
以
調
査
対
象

の
事
業
所
に
お
伺
い
す
る
の
で
、
ご

協
力
を
。
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
謀
統
計
調

査
洋
(
内
綿
一
一
一
四
九
)
へ
。

湘
南
の
ま
ち
な
み
を
一
ア
i
マ
と
し

た
第
2
隠
湘
南
な
ぎ
さ
カ
ル
チ
ャ
ー

コ
ン
ク
!
ル
(
字
兵
)
の
作
L

即応話持

集
し
て
い
る
。

マ
テ
!
マ
「
柑
南
の
ま
ち
な
み
い

竺
栂
を
感
じ
る
ま
ち
な
み

@
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
な
み

@
告
を
し
の
ぶ
白
き
良
ぎ
ま
ち
な
み

鈴
若
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
な
み

マ
撮
器
対
象
地
域
湘
南
な
ぎ
さ
ブ

一
フ
ン
対
象
地
域
(
藤
沢
市
1
大
磯
町

の
J
R東
海
道
線
以
南
)
内

ザ
募
集
作
品
白
黒
ま
た
は
カ
ラ

号
一
泣
石
葉
の
季
節
も

♂
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
h
f
o
る
と
毛

虫
が
発
生
し
始
め
ま
す
。
公
開
闘

の
樹
木
は
市
で
定
期
的
に
消
毒

さ
れ
て
い
ま
す
か
、
家
誌
で
は

消
毒
ま
で
ノ
引
き
同
胞
か
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
c

い
さ
消

毒
と
な
る
と
こ
の
毛
虫
に
は
こ

の
薬
と
か
、
こ
の
木
に
こ
の
薬

は
い
け
な
い
と
か
難
し
い
点
が

で
て
き
ま
す
。

市
で
は
み
ど
り
募
金
を
設
立

し
、
緑
を
守
り
育
て
る
と
間
聞
い

一
般
家
庭
用
に
消

童寵455警

(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
は
除
く
)
で

卓
ャ
ピ
ネ
か
阿
ツ
回
り
サ
イ
ズ

マ
応
募
期
限

8
行
日
付
(
火
)

応
募
さ
れ
る
万
は
写
真
喜
憶
に
撮

影
年
月
、
場
所
、
白
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
を
記
入
の
う
え
、
一
一
ヤ
叩
横

浜
市
出
区
日
本
大
通
り
2

県
都
市

部
な
布
一
大
7
相
場
一
川
プ
ラ
ン
推
進
室

(
雷
立
ち
周
五
一
一
。
一
二

一
内
繍
六
五
五
五
)
へ
。

間
関
廿
世
教
家
を
開
聞
く
-

7
5
時

7
月
1
日
(
土
)
午
前
9

時
回
分
1
日
時
出
汁

マ
会
埼
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
内
容
額
葉
横
物
の
手
入
れ

守
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
開
園
芸
相

談
包
ン
タ

i
p電
話
お
っ
五
九

一一一)ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ク
ル
に
よ
る

f
話
講
習
会
が
関
か
れ
る
。

{
平
の
金
・
苧
穏
入
門
講
習
金
}

マ
日
開

6
月
泣

H
、
7
一
一
月
初
日
の

毎
選
木
曜
日
(
会
5
田
)

-
寺
匂
利
下
払
え
う
予

O
ネ

J
j
3
手
。

H
H
J
を
{
任

3
4ノ
t
f
5
3

L
Y
 

A
ノマ
会
場
福
祉
会
館

マ
募
集
人
員
四
人

〔
七
夕
金
'
手
話
議
期
鋼
会
}

マ
日
開

7
月
間
R
1
8
J日
目
白
山

時
過
火
、
金
曜
日

(λ
士
山
川
)

伊
時
間
守
前
日
時
ι
、j
U時

マ
会
場
矯
出
会
館

マ
募
集
人
員
出
人
(
小
学

q
も

可
)申
し
込
み
は
い
す
れ
も
中
塚
山

社
会
福
位
協
議
会
(
屯
点
目
一
一
一

一
一
二
)
へ
。

ン
ク
!
ル

紙
芝
肘
の
ま
d
が
見
白
さ
れ
ど
い

る
が
、
市
販
作
品
て
は
併
ら
れ
な
い
ー

づ
く
り
の
作
品
を
詐
称
後
し
て
い
る
。

マ
テ
ー
マ
打
出

マ
応
募
資
稔
小
学
生
以
上

マ
応
募
点
数
l
人
ま
た
は
1
ヶ
ル

j

ブ
2
日
以
内

マ
作
品
の
規
措

mw縦
訪
日
ド
×
横

目
品
刊

J
M
ル
②
枚
数
日
出
③
四
百
F

間
受
に
ま
と
め
疋
あ
ら
す
じ

マ
募
集
期
限
9
月
幻
日
(
水
)

マ
応
募
吃
字
削
横
浜
市
民
何
紅
葉

ケ
丘
9

2

抽
奈
川
県
ウ
陪
寿
町
出

版
聴
覚
部
(
電
ぷ
口
問

μ
間

(
水
)
時
間
午
前
9
時
加
分
J
i
)

午
挫
4

昨
却
分
(
土
曜
日
は
午
前
中
)

マ
会
場
山
県
ポ
者
小
川
f
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
人
門
会
員
会
出

(
内
線
五
一
一
じ
)

勤
持
者
住
宅
資
金
利
ゴ
時
給
制
度

と
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
産
の
説

明
会
か
開
か
れ
る
。

マ
口
町
、
会
山
崎

6
円
M
U
(
i
J
ん

f
N任

3
町
3
6

咋

勧
j

万
台
舘

・
6
円
パ
お
れ
(
い
)
午
前
叩
時
ら
今

後
1
持
横
内
公
民
館
、
松
が
行
公

民
館
マ
問
い
凸
わ
せ
光
勤
沼
会
館
(
電

話
幻
一
一
札
五
)

県
企
業
J

汀
本
通
局
で
は
夏
休
み
親

子
水
道
施
設
見
学
会
を
聞
く
。

マ
見
存
コ
ー
ス

7
1
6
1
一
、
に
/
(
旬
、
3
4
f
O
L
J

f
F
2
1
3
f
析
、
つ
言
v
E
匹

3
づ

、J
N
1
r前
け
沢
湖
一
三
保
ダ

ム
県
ウ
幻
培
紀
の
森

-
Q
O
汀
3
け
へ
人
)
什
十
心
削
8
時
叩
分

ー

メ

T
T
前
寒
川
崎
伊
水
場
県

ウ
自
制
保
管
パ
セ
ン
タ
ー

wv
募
集
人
品
親
子
作
コ
ス
円
五

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
器
こ
の
基
金
か
ら
生
ま
れ
る
利
子

異
の
費

lぷ
出
し
の
際
に
配
布
し
を
一
時
閉
門
し
て
、
緑
化
狗
込
窓
口

て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
の
開
設
を
考
え
て
い
ま
言
の
で

す
。
使
い
方
は
ど
な
た
に
で
も
だ
さ
い
。

A
J
混
と
も
ご
協
し
汀
を
お
願
い
し

縮
問
単
に
操
作
で
き
ま
す
の
で
、
市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ま
す
。
(
公
開
幽
緑
地
譲
)

お
気
軽
に
ご
制
打
開
用
い
た
だ
き
た
一
絡
に
緑
化
に
取
り
組
む
た
め
※
市
へ
の
ご
怠
克
、
ご
長
望
な

い

と

患

い

ま

す

。

み

ど

り

基

金

を

設

立

し

て

い

ま

と

は

、

お

気

軽

に

広

報

課

広

聴

ま
た
消
毒
の
方
法
、
使
用
+
揮
す
。
現
在
、
樹
木
の
維
持
管
怨
係
(
内
線
一
一
一
五
五
)
へ
お
寄
せ

剤
等
に
つ
い
て
は
、
平
塚
農
業
等
に
つ
い
て
声
按
笛
導
す
る
将
く
だ
さ
い
。

改
良
普
及
所
の
ご
協
力
に
よ
り
談
員
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

公園車影III設で主著し出しているJ帯欝務奥

十
人
(
抽
選
)

マ
申
込
期
限

6
月
却
日
(
金
)

申
し
込
み
は
、
佐
揮
は
が
き
に
希

川
崎
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
屯
議
醤
号
を
記
入
の
う
え
、

一
字
削
横
誤
市
中
区
日
本
大
通
り
1

県
企
埜
庁
水
道
局
計
調
調
垂
摂
電

話

。

問

丘

二

。

一

一

内

綿
六
九
一
一
一
一
一
)
へ
。

脅
す
年
の
理
墳
を
考
え
る
集
い
が

開
か
れ
る
。

マ
H
時
6
月
口
日
(
金
)
午
後
一
i

s
z
T
Cう

マ
会
場
勤
労
会
館

寸
内
容
活
動
尭
表
(
青
少
年
関
野

5
団
体
代
表
に
よ
る
活
動
事
例
発

表
)
、
講
樹
、
ハ
ネ
ル
展

マ
問
い
合
わ
竿
九
青
少
包
課
指
導

ザ
鋭
部
(
電
話
M
i七
一
一
二
一
)

あt::.1:ニかい社
会
福
祉
後
一
念
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
手
塚
市
村
会
福

祉
協
議
以
ぷ
(
道
話
お
一
一
一
一
一
一
)

へ

。

(

敬

称

略

)

V
社
金
福
祉
基
金
へ
甲
山
「
塚
青
色

出
合
会
平
塚
文
部
婦
人
部
万

円
、
口
人
会
千
円
、
中
村
釘
五

部
一
子
円
、
世
語
集
住
之
J

一千

円
、
平
均
家
紋
凧
保
存
会
-
一
万

円
、
山
内
世
万
円
、
頼
朝
接

点
下
円
、
伊
藤
美
光
一
千
円
、
府

川
ヨ
口
一
一
万
町
つ
く
し
雲
説

家
政
掃
紹
介
一

m
J
万
円
、
従
名

(
3
件
)
二
万
一
正
ー
円

V
社
金
描
祉
へ
"
磯
崎
輝
夫
一
一

千
円
マ
葱
ま
れ
な
い
子
へ

一
千
円

守
交
議
議
児
へ
・
日
村
八
坂
神
社

神
輿
保
存
会
五
万
円

献血l}j法は

200 -'リ μ献血

と400ミリ献

誼lカTあり、と

ちらを選ぶか

は献血される

方の自由とな

っています。

ご協力を。

6月17日 (こと) 10日寺へ-158寺 キ了幸子ノ'¥-)レ08 稜
ロード

oご錫カありがとうございました(5月) 敬神略
へいあん、パイロット万年三宮、平塚ライオンズク

ラブ、キヤノンコンポーネントセンタ一、日本特殊

唾料、大東化学、，j噌と製作所、小松エレクトロニク

ス、東海大学 {以と同体のみ)

磯
崎
勉

おまお当瞬 くせ本たさ く バ認定章弘 気一て まん「さ Aお人
Eます母のい先りん当とんあよ rア主義援繁務遂鐙h がおまとし」しん子母家姉 A

え正芝草 ZZ 喜ミ喜望己主主役議震鰭j告を察 2i ぺぷぷ事~~完語号言
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き害は言当寸ん びりん書お ぶ授と』ぷ警為ぷ稔ゑぷ数量弘て 7とるな てちし主3くの 、
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る案て っすん たよらはが一 一 色 J 冒， rCii しかりでうお てとにさ
の外手小:亡がなおのうれ「多 数寄研究所(33)5535-おな乏しもに母先いど、せ
かさのさ ν 、か母でなる自く ~ 母 な、い思さ生ま J私る
trzEを李主之主筆Z詰雪懇の患いとそ予の思い E三 五55ぞ定吉左京吉正
れい民きたはがは。に尽か、 厳 i主 りしつい、そ。をと~

11i;;iiiifiiG112ifi;;話担当 71J
てはり。けのも ままき子こいれ伝んが砧 でて供 えかっ考のい まん向
い、し 取でみ ラうせにと A るいでよん A しさを まわくえよた つだ持

てをた掘め い神らははそ金らまずは思だかはの でっそのお川中にと てでなま家る防
いす村りるお p戸支 e 、でんやなずえないめい、あこしてのま章誌のに押去あい、るいやとがむ
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